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後援会 活動報告
　平成28年度 役員会・総会・学部別説明会・個別相談会 開催報告、
　平成28年度 役員・運営委員紹介、平成27年度 決算・平成28年度 予算、
　平成28年度 金城大学 学部・学科構成図一覧、
　平成27年度 金城学園 財務概要

大学行事
　平成28年度 入学式、新入生歓迎会、
　新入生合宿研修、 クラブ・同好会代表者研修会、
　第41回 金城祭

平成27年度 卒業生の進路結果
トピックス
　公開講座、ゆうがく広場／悠遊健康サークル
　北國健康生きがい支援事業、金城大学短期大学部開学40周年記念同窓会開催報告、
　台湾代表女子バレーボールチーム来学・親善試合開催、医療情報コース開設

新任・退任教職員紹介
行事案内
　第11回 保健・医療・福祉創造フォーラム開催案内、
　金城大学後援会 地域別説明会・個別相談会開催案内

金城学園の建学の精神・金城大学の設立の理念など

今年度も12月10日（土）に、能登会場、富山会場、福井会場の全3会場にて、
地域別説明会及び個別相談会の開催を予定しています。当該対象地域の保護
者の皆様には、本会報誌にご案内及び返信用葉書を同封し送付させていただ
いております。皆さまのご参加をお待ちしております。
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創始者：加藤廣吉・せむ
率先垂範、質素勤勉

二代目：加藤二郎
教育とは 云うてきかす事ではない。して見せる事でもない。している事である。

三代目：加藤晃
教育とは先生と学生の全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への影響、それも何らかのよい影響である。

遊学の精神の涵養
何ものにもとらわれず、自由に広く世の中を見聞し、人格を高め磨いていくこと。

良妻賢母の育成
家庭における女性の役割の重要性にかんがみ、周りの人々がより良く幸せに生きるための支えとなる人材を
育成すること。

金城学園の建学の精神・金城大学の設立の理念など

教 育 理 念

建 学 の
精 神

大学案内・入学試験に
関するお問い合わせ

教育基本法及び学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、
道徳的及び応用的能力を養い、文化の向上及び社会の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。
（学則第1条）

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成設立の理念

目的及び
使 命

金
城
大
学

金
城
学
園
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後援会 活動報告

髙松 喜与志

坂野 正弥、中村 哲郎

中田 和美、森山 芳行

北潟 克輔、犬丸 敏康、
丸尾 朝之、境 美砂子、
松山 哲也、坂口 憲二、
出邑 愛子、藤 和子

副 会 長

会計監事

幹 事

会 長 川岸 義則、坂東 慶洋、杉森 久英、
𤰖林 美佳、金田 明子、庄田 精一

古嶋 光夫、紙井 ひとみ、宮本 芳弘、
高戸 勇一、成 正照、中江 浩史、
大森 誠、村田 外志子

佐藤 志保、山崎 勝彦、井伊 博一、
丹羽 紀代美、屋名池 賢一、
南 ゆかり、川淵 五十鈴

眞田 裕美、坂井 美千代、酒井 真由、
西 保巳、大達 清寛

４ 年 生

３ 年 生

２ 年 生

１ 年 生

今
年
度
も
、6
月
25
日（
土
）9
時

50
分
よ
り
、本
学
社
会
福
祉
学
部
棟

及
び
医
療
健
康
学
部
棟
、看
護
学
部

棟
等
に
て
、平
成
28
年
度
役
員
会
、

総
会
、学
部
別
説
明
会
及
び
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　午
前
中
の
役
員
会
は
、髙
松
喜
与

志
会
長
、加
藤
真
一
理
事
長
の
挨
拶

に
始
ま
り
、一．平
成
28
年
度
役
員
人

事
、二
．平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
、三
．平
成
28
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
が
審
議
さ
れ
、い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、開
催
さ
れ
た
総
会
は

約
1
6
0
人
の
保
護
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、髙
松
会
長
、半
谷

静
雄
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、役
員
会

と
同
議
題
に
つ
い
て
の
提
案
、審
議
が

な
さ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
後
に
は
、「
大
学
か

ら
の
お
知
ら
せ（
学
園
、教

学
、就
職
）」が
引
き
続
き

行
わ
れ
、本
学
の
現
状
等

に
つ
い
て
、保
護
者
の
皆
様

に
ご
説
明
・
ご
案
内
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　午
後
に
入
り
、学
部
別

説
明
会
に
も
、3
学
部
合

計
で
約
1
9
0
人
の
保

護
者
の
皆
様
の
ご
参
加
が

あ
り
、学
外
実
習
や
国
家

試
験
対
策
、就
職
支
援
状

況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
・

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、各
修
学

担
当
教
員
の
研
究
室
で
、

社
会
福
祉
学
部
37
組
、医
療
健
康
学

部
59
組
、看
護
学
部
9
組
の
個
別
相

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、お
忙
し
い
中
で
の
ご
参

加
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
引
き
続
き
、金
城
大
学
へ
の

ご
支
援
及
び

金
城
大
学
後

援
会
の
諸
活

動
に
対
し
て

ま
す
ま
す
の

ご
理
解
、ご
協

力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

役
員
会
・
総
会
・
学
部
別
説
明
会
・
個
別
相
談
会

開
催
報
告

平成
28年度

事業活動収支計算書 （単位：千円）

※医療情報コースは平成29年4月開設
※医療・福祉ビジネスコースは平成29年3月をもって学生募集停止

※平成29年4月から「総合リハビリテーション学研究科 総合リハビリテーション学専攻」に名称変更

科　　目

教育活動収支
教育活動収入計
教育活動支出計
教育活動収支差額

3,564,449
3,597,942
-33,494

教育活動外収支
教育活動外収入計
教育活動外支出計
教育活動外収支差額

3,506
25,512
-22,006

金　　額

経常収支差額 -55,499

基本金組入前当年度収支差額 151,330
基本金組入額合計 -692,260
当年度収支差額 -540,930

科　　目
固定負債
流動負債
負債の部（合計）

1,769,922
772,669
2,542,592

金　　額
負債の部

貸借対照表 （単位：千円）

科　　目
固定資産
　　有形固定資産
　　特定資産
　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

10,085,852
9,632,783
370,583
82,486

2,250,300
12,336,152

金　　額
資産の部

■ 平成27年度 金城学園 財務概要

科　　目
基本金
繰越収支差額
純資産の部（合計）
負債及び純資産の部（合計）

13,624,275
-3,830,715
9,793,560
12,336,152

金　　額
純資産の部

社会福祉学部

社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉
ビジネスコース

看護学部

看護学科

■ 平成28年度 金城大学 学部・学科構成図 一覧

特別収入計
特別支出計
特別収支差額

230,715
23,886
206,829

平成27年度 決算・平成28年度 予算

支出の部
学生活動支援費
就職・教育活動支援費
会員研修費
研究活動支援費
会   議   費
通　信　費
慶   弔   費
事務費負担金
広   報   費
雑    　  費
卒業記念品代
特別会計繰入金
金城学園110周年記念寄付金
予　備　費
　　　　　　　　　      合計

4,999,128
5,132,327
300,000
738,720
571,607
641,236
150,000
500,000
899,600
134,704
876,589
1,000,000
1,000,000
150,000

17,093,911

5,000,000
5,500,000
300,000
800,000
700,000
700,000
300,000
500,000
900,000
200,000
1,000,000
1,000,000

--
1,103,651
18,003,651

平成27年度決算 平成28年度予算

（単位：円）

※平成27年度決算（収入の部）合計17,832,462円 －（支出の部）合計17,093,911円 
＝ 738,551円を次年度繰越金とする。

（単位：円）

会　　　　費
利　　　　息
雑　 収 　入
前年度繰越金
　　　　　　　　　    合計

収入の部
16,320,000

1,356
0

1,511,106
17,832,462

平成27年度決算
17,265,000

100
0

738,551
18,003,651

平成28年度予算

特別会計繰入金
利　　　　息
雑 　 収　 入
前年度繰越金
　　　　　　　　合計

収入の部
1,000,000

636
0

3,000,624
4,001,260

1,000,000
424
0

2,000,200
3,000,624

平成28年度予算平成27年度決算

予　  備 　 費
　　　　　　　　合計

支出の部
4,001,260
4,001,260

平成28年度予算平成27年度決算
--
--

特別会計 （単位：円）

※特別会計繰入金（次年度繰越金）は、定期預金として管理する。

※平成27年度特別会計決算（収入の部）合計3,000,624円 －（支出の部）合計0円 
＝ 3,000,624円を次年度繰越金とする。

特別収支

金城大学

役 員 運営委員

23KIND Kinjo University

平成28年度 役員・運営委員紹介

医療健康学部

理学療法学科 作業療法学科

医療情報
コース

金城大学大学院 リハビリテーション学研究科 リハビリテーション学専攻

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。
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就職・教育活動支援費
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研究活動支援費
会   議   費
通　信　費
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事務費負担金
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（単位：円）
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738,551
18,003,651
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1,000,000
424
0

2,000,200
3,000,624

平成28年度予算平成27年度決算

予　  備 　 費
　　　　　　　　合計

支出の部
4,001,260
4,001,260

平成28年度予算平成27年度決算
--
--

特別会計 （単位：円）
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特別収支

金城大学

役 員 運営委員

23KIND Kinjo University

平成28年度 役員・運営委員紹介

医療健康学部

理学療法学科 作業療法学科

医療情報
コース

金城大学大学院 リハビリテーション学研究科 リハビリテーション学専攻

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。
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新入生歓迎会
　4月9日（土）に、新入生歓迎会が開催されました。学友
会長が新入生に対して歓迎の挨拶を行い、ダンス部によ
る歓迎公演、クラブ・同好会の紹介、学内施設の見学を目
的としたウォークラリー、豪華景品を用意したビンゴ大会を
行いました。当日は、大いに盛り上がり、新入生にとっても、
先輩と交流ができたことで不安が和らぎ充実した一日と
なったようです。

　6月11日（土）に、全クラブ・同好会の代表者を対象とした
クラブ・同好会代表者研修会が開催されました。クラブ・同
好会担当職員からのクラブ活動支援費申請や活動報告
等の書類作成方法についての説明が行われた後に、社
会人になるまでに準備すべきことについて学生参加型の
ディスカッションを行いました。また、昼食をとりながらクラ

ブ・同好会の活性化及び活動
に関して工夫している点につ
いての意見交換を行いまし
た。それぞれの団体で抱える
活動に関する問題について話
し合えたことで、より一層絆を
深めることができたようです。

第41回金城祭
　今年度は、「Memories begin with smiles～
しあわせいっぱい金城祭～」をテーマに、第41回
金城祭が10月22日（土）・23日（日）に開催されました。
「青山テルマ」、「カノエラナ」「ティーナ・カリーナ」に
よるゲストライブ、模擬店、ステージでの各種イベント
等の企画が実施されました。両日とも多くの方に足を
運んでいただき、大盛況のうちに幕を閉じることがで
きたようです。

　いこいの村能登半島にて、
4月15日（金）～16日（土）と16
日（土）～17日（日）の2班体制
で新入生合宿研修が行われ
ました。全3学部の新入生が社
会に出るために必要なマナー
を身につけ、大学生としての自覚と計画を持ち、学生間の
交流を図ることを目的とし、はじめに本学で白山署の方を
講師として招き、交通安全についての講習を行いました。
その後、いこいの村能登半島へ移動してからは、マナー講
座等の研修や交流を行いました。今回の合宿研修を通じ
て学生間の交流を深め、福祉・医療・看護それぞれの分野
で学ぶための第一歩を踏み出すことができたようです。

　4月1日（金）に、第17回入学
式が白山市松任文化会館に
て挙行され、社会福祉学部
13１人（うち編入学生3人）、
医療健康学部98人、看護学
部88人、大学院リハビリテー

テョン学研究科1人の総計318人が入学し、大学生活の
新たなスタートを切りました。
加藤真一理事長が告辞、半谷静雄学長が「人と自然に

恵まれた白山市を拠点に、白山市と周辺地域を日本一の
健康長寿地域にしてもらいたい」と式辞を述べ、続いて祝
辞が披露されました。最後に、新入生を代表し、医療健康
学部の與三野央昴さんが「時に悩み、立ち止まることが
あっても、仲間と協力して乗り越えられるよう、幅広い知識
と人間性を養いながら学生生活に励みたい」と抱負を述
べました。式には、多くのご来賓、保護者の皆様にご臨席
賜りました。

平成28年5月1日現在

医療・福祉施設 企  業 教員・公務員・その他
高齢者施設 29人
障害者施設 7人
児童施設 2人
病院　　　　　4人
社会福祉協議会　２人
--------------------------
計 44人

職種別
介護職 35人
支援員 7人
相談援助職 5人
医療ソーシャルワーカー 2人
看護助手 1人
営業職 17人
販売職 11人
事務職 5人
医療事務 1人
教員 4人
警察官 1人
生産技術職 4人
接客職 1人
スポーツ指導員　　1人
--------------------------------
計 　  95人

医療・福祉 8人
卸売・小売業 13人
運送運輸業 3人
金融業 1人
不動産業・物品賃貸業 2人
建設業 2人
宿泊業・飲食業 1人
製造業 8人
情報通信業 4人
サービス業 2人
生活関連ｻｰﾋﾞｽ業1人
--------------------------
計 45人

教員 4人
公務員 1人
警察官 1人
--------------------------
計 6人

就職率97.9％＝
就職者数95人÷就職希望者数97人×100

卒業生 101人
就職希望者 97人
就職者 95人
進学者　　　　1人

就職率 97.9％

教員
4人（4.2％）

平成28年5月1日現在

保育所・幼稚園・医療・福祉施設 企  業 教員・公務員・その他
保育所 11人
幼稚園 14人
認定こども園　　5人
乳児院　　　　　1人
児童養護施設 3人
児童福祉施設 1人
高齢者施設 3人
病院・歯科 3人
----------------------------
計 41人

職種別
保育士 22人
幼稚園教諭 13人
保育教諭 6人
介護職 3人
支援員 4人
相談員 1人
児童指導員 2人
営業職・販売職 4人
接客職 1人
事務職 1人
--------------------------------
計 　  57人

保育所 1人
医療・福祉　　　2人
卸・小売業 1人
教育学習支援業 1人
運送運輸業 1人
宿泊業・飲食業　1人
不動産業　　　1人
--------------------------
計 8人

公立保育所 8人
--------------------------
計 8人

就職率100.0％＝
就職者数57人÷就職希望者数57人×100

卒業生 58人
就職希望者 57人
就職者 57人

就職率 100.0％

平成28年5月1日現在

医療・福祉施設 進学・その他
医療機関 62人
福祉施設 3人
--------------------------
計 65人

職種別
理学療法士
（大学院進学者1含） 66人
--------------------------------
計 66人

大学院 1人
--------------------------
計 1人

就職率100.0％＝
就職者数65人÷就職希望者数65人×100

卒業生 70人
就職希望者 65人
就職者 65人
進学者 1人

就職率 100.0％

※医療健康学部 作業療法学科は平成25年度開設のため卒業生なし

就職率

98%
就職希望者97人中
95人就職

就職率

100%
就職希望者57人
全員就職

公務員・
警察官 2人（2.1％）

医療・
福祉施設
44人

（46.3％）

企業
45人

（47.4％）

保育所
11人

（19.3％）

公立保育所
8人
（14.0％）

公立保育所
8人
（14.0％）

幼稚園
14人

（24.6％）

企業
8人

（14.0％）

認定こども園
5人
（8.8％）

認定こども園
5人
（8.8％）

医療・
福祉施設
11人

（19.3％）

就職率

100%
就職希望者65人
全員就職

医療機関
62人（95.4％）

福祉施設
3人（4.6％）

クラブ・同好会代表者研修会 新入生合宿研修

平成28年度入学式

平成27年度 卒業生の進路結果

6月11日

4月9日

4月15～17日

4月1日社会福祉学部 社会福祉専攻

社会福祉学部 こども専攻

医療健康学部 理学療法学科

10月22日～23日
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等の企画が実施されました。両日とも多くの方に足を
運んでいただき、大盛況のうちに幕を閉じることがで
きたようです。
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ました。全3学部の新入生が社
会に出るために必要なマナー
を身につけ、大学生としての自覚と計画を持ち、学生間の
交流を図ることを目的とし、はじめに本学で白山署の方を
講師として招き、交通安全についての講習を行いました。
その後、いこいの村能登半島へ移動してからは、マナー講
座等の研修や交流を行いました。今回の合宿研修を通じ
て学生間の交流を深め、福祉・医療・看護それぞれの分野
で学ぶための第一歩を踏み出すことができたようです。
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福祉施設 3人
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理学療法士
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大学院 1人
--------------------------
計 1人

就職率100.0％＝
就職者数65人÷就職希望者数65人×100

卒業生 70人
就職希望者 65人
就職者 65人
進学者 1人

就職率 100.0％

※医療健康学部 作業療法学科は平成25年度開設のため卒業生なし

就職率

98%
就職希望者97人中
95人就職

就職率

100%
就職希望者57人
全員就職

公務員・
警察官 2人（2.1％）

医療・
福祉施設
44人

（46.3％）

企業
45人

（47.4％）

保育所
11人

（19.3％）

公立保育所
8人
（14.0％）

公立保育所
8人
（14.0％）

幼稚園
14人

（24.6％）

企業
8人

（14.0％）

認定こども園
5人
（8.8％）

認定こども園
5人
（8.8％）

医療・
福祉施設
11人

（19.3％）

就職率

100%
就職希望者65人
全員就職

医療機関
62人（95.4％）

福祉施設
3人（4.6％）

クラブ・同好会代表者研修会 新入生合宿研修

平成28年度入学式

平成27年度 卒業生の進路結果

6月11日

4月9日

4月15～17日

4月1日社会福祉学部 社会福祉専攻

社会福祉学部 こども専攻

医療健康学部 理学療法学科

10月22日～23日

0304



■ 

新
任
・
退
任
教
職
員
紹
介

東
に
白
山
、西
に
日
本
海
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。勉
強
熱
心
で
真
面
目
に

取
り
組
む
学
生
。細
や
か
な
気
遣
い
を
し
て
い
た
だ
く
教
職
員
。す
ば
ら
し
い
環
境
で

仕
事
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。精
一
杯
、任
務
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

トピックス
23KIND Kinjo University

保
育
現
場
で
32
年
、行
政
の
中
で
5
年
間
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を

実
習
指
導
の
中
で
少
し
で
も
役
立
て
、学
生
に「
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や

す
ば
ら
し
さ
」を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
学
部

　三
谷 

靖
子 

准
教
授
　
　
　

保
育
・
幼
児
教
育

保
育
実
習
指
導
、幼
児
教
育
実
習
指
導

専
門
分
野

担
当
科
目

他
者
の
人
生
に
関
わ
り
、感
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
介
護
福
祉
士
の
奥
深
さ
や
楽

し
さ
な
ど
、多
く
の
学
び
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
学
部

　山
根 

淳
子 

教
授
　
　
　

介
護
福
祉
教
育

介
護
過
程
、認
知
症
Ⅰ
、人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、健
康
論
、医
療
的
ケ
ア
他

専
門
分
野

担
当
科
目

身
体
的
に
衰
え
る
な
か
で
長
い
生
活
歴
か
ら
の
自
信
と
加
齢
に
よ
る
生
活
障
害
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
生
き
る
高
齢
者
を
、医
学
・
生
活
学
・
心
理
学
知
識
を
統
合
し
て
ケ
ア
す
る

看
護
。そ
の
専
門
と
し
て
の
面
白
さ
を
学
生
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
部

　高
山 

成
子 

教
授
　
　
　

老
年
看
護
学
、認
知
症
看
護

高
齢
者
看
護
学
概
論
、看
護
関
係
法
規
、

看
護
研
究
、看
護
管
理
他

専
門
分
野

担
当
科
目

看
護
の
現
場
で
17
年
間
勤
務
後
、在
宅
看
護
の
教
育
に
携
わ
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

2
0
3
5
年
問
題
を
見
据
え
、在
宅
で
医
療
を
受
け
る
人
や
介
護
を
受
け
る
人
と
そ
の

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
で
き
る
看
護
職
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

看
護
学
部

　彦 

聖
美 

教
授
　
　
　

在
宅
看
護
学

在
宅
看
護
学
概
論
、在
宅
看
護
論
、

在
宅
看
護
学
演
習
、在
宅
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

昨
年
度
よ
り
保
健
室
に
務
め
て
お
り
ま
す
。健
康
な
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
出
来
ま
す

よ
う
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

職
員

　岡
田 
友
紀
　
　
　

教
学
支
援
部 
（
保
健
室)

所
属
部
署

今
年
度
４
月
よ
り
教
学
支
援
部
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。学
業
支
援
、学
生
生
活
支
援
の

職
務
を
通
し
て
、学
生
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

職
員

　北
村 

允
人
　
　
　

教
学
支
援
部

所
属
部
署

4
月
は
短
期
大
学
部
保
健
室
、6
月
よ
り
、大
学・短
期
大
学
部
合
同
と
な
っ
た
保
健
室

で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。生
徒
が
自
分
の
体
に
つ
い
て
な
ん
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
な
保
健
室
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員

　濱
田 

珠
里
　
　
　

教
学
支
援
部 

（
保
健
室)

所
属
部
署

総
務
企
画
部
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
町
野
圭
亮
で
す
。少
し
で
も
力
に
な
れ
ま
す
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
員

　町
野 

圭
亮
　
　
　

総
務
企
画
部

所
属
部
署

高
齢
者
の
方
々
が
も
っ
て
お
ら
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
師

の
育
成
を
目
指
し
て
、〝
学
ん
だ
知
識
〞が
臨
床
現
場
で〝
使
え
る
知
識
〞に
な
る
よ
う

な
講
義
や
演
習
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　久
米 

真
代 

講
師
　
　
　

老
年
看
護
学
、特
に
認
知
症
看
護

高
齢
者
看
護
学
演
習
、高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅱ
他

専
門
分
野

担
当
科
目

多
様
化
す
る
看
護
を
め
ぐ
る
環
境
の
中
で
も
、基
本
と
な
る「
思
い
や
り
の
心
」が
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。学
生
さ
ん
に
寄
り
添
い
、「
心
」を
伝
え
な
が
ら
、一
緒
に
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　道
券 

夕
紀
子 

講
師
　
　

成
人
看
護
学

成
人
看
護
学
演
習
、成
人
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

新
し
い
命
の
誕
生
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
母
性
看
護
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く

の
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 看

護
学
部

　梶
井 

敬
子 

助
教
　
　
　

母
性
看
護
学

母
性
看
護
学
演
習
、母
性
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　桶
作 

梢 

助
手
　
　
　

看
護

専
門
分
野

学
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　中
嶋 

渚 

助
手
　
　
　

看
護

専
門
分
野

社
会
福
祉
学
部

　平
澤 

元
章 

教
授
　
　
　

健
康
教
育
、陸
上
競
技
研
究

ス
ポ
ー
ツ
理
論
、教
養
ゼ
ミ
Ⅰ・Ⅱ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
Ⅰ・Ⅱ
、基
礎
演
習
Ⅱ

担
当
科
目

専
門
分
野

5
月
14
日
か
ら
10
月
8
日（
各
土
曜

日
、全
20
講
座
）に
か
け
、今
年
度
も
短
期

大
学
部
と
の
共
同
事
業
と
し
て「
金
城
大

学
公
開
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
学・

短
期
大
学
部
の
教
員
に
よ
る
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
講
座
や
外
部
講
師
に
よ
る

体
験
講
座
な
ど
が
行
わ
れ
、地
域
の
方
々

を
中
心
に
、多
く
の
方
が
聴
講
さ
れ
て
い

ま
す
。な
お
、平
成
29
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学・

短
期
大
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地

域
の
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動
と
し
て「
ゆ
う
が
く

広
場
」を
、ま
た
、医
療
健
康
学
部
に
よ
る

白
山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地
域
在
住

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニン

グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交
流

し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持・改
善
講
座
事

業
と
し
て「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
お
り
、地
域
の
方
々
か

ら
も
た
いへ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つい
て
は
、大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
國
新
聞
社
と
の
共
催
で
、一
般

の
方
を
対
象
と
し
た「
看
護
講
演

会
」「
社
会
福
祉
講
演
会
」が
、北
國

新
聞
会
館（
金
沢
市
）に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
度
は
7
月
9
日

（
土
）に
、看
護
学
部・樋
貝
繁
香
教

授
に
よ
る「
健
や
か
な
老
後
の
暮
ら
し
を
考
え
る
〜
住
み
慣
れ
た
場

所
に
住
み
続
け
る
た
め
に
〜
」、9
月
17
日（
土
）に
は
、社
会
福
祉
学

部・山
根
淳
子
教
授
に
よ
る「
穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
〜
高

齢
者
の
看
取
り
の
介
護
を
考
え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、そ
れ
ぞ

れ
1
0
0
人
を
超
す
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

併
設
の
金
城
大
学
短
期
大
学
部

は
、今
年
で
開
学
40
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、8
月
20
日（
土
）に

ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
て
、記
念
同
窓

会
と
し
て
講
演
会
及
び
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー

の
綾
戸
智
恵
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
自
身
の
経
験
や
子
育
て
な
ど
、歌

と
お
話
を
交
え
な
が
ら
の
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は
約
1
2
0
人

の
同
窓
生
と
教
職
員
が
参
加
し
、仲
間
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
話
が
弾
み
、ま
た
、三
世
代
卒
業
生
表
彰
式
、ビ
ン
ゴ
抽
選
会
等

も
行
わ
れ
、大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

金
城
大
学
の
国
際
交
流
の一環
と
し
て
、8
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で

の
期
間
で
台
湾
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
来
学
し
ま

し
た
。

滞
在
期
間
中
、25
日
に
は
金
沢
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、理
事
長
主
催
の

ウ
ェル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、連
日
、本
学
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
合
同
練
習
を
行
い
、技
術
面
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

27
日
に
は
地
域
住
民
な
ど
約
5
0
0
人
の
方
々
の
観
戦
の
中
、親

善
試
合
を
開
催
し
ま
し
た
。開
会
式
で
は
遊
学
館
高
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
両
国
歌
の
演
奏
も
あ
り
、親
善
試
合
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

試
合
は
25
点
先
取
5
セ
ッ
ト
マッ
チ
で
行
わ
れ
、台
湾
代
表
チ
ー
ム
が

2
セ
ッ
ト
先
取
後
に
金
城
大
学
も
1
セ
ッ
ト
奪
取
す
る
展
開
と
な
り
、

東
ア
ジ
ア
地
区
選
手
権
優
勝
の
台
湾
代
表
と
競
り
合
い
、粘
り
を
見

せ
ま
し
た
が
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
1
|
3
で
台
湾
代
表
チ
ー
ム
が
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。当
日
は
、井
田
正
一白
山
市
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

来
賓
の
皆
様
や
遊
学
館
高
校
の
生
徒
な
ど
、多
く
の
方
々
に
ご
観
戦・

ご
協
力
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

28
日
に
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
て
、フェア
ウ
ェル
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
、監
督・選
手
一人
ひ
と
り
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

本
後
援
会
と
し
て
は
、今
後
も
金
城
大
学
の
国
際
交
流
事
業
の
推

進
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
4
月
か
ら
、社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
社
会

福
祉
専
攻
に
新
た
な
コ
ー
ス
と
し
て
、『
医
療
情
報
コ
ー
ス
』を
開
設

し
ま
す
。

医
療
情
報
コ
ー
ス
で
は
、社
会
福
祉
学
に
加
え
、診
療
情
報
の
管

理・分
析・活
用
な
ど
高
度
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、医
療
、福
祉
の
両

分
野
に
関
す
る
知
識・技
能
を
習
得
し
た
人
材
と
し
て
病
院
、福
祉

施
設
、一般
企
業
等
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。主

に『
診
療
情
報
管
理
士
』、『
社
会
福
祉
士
受
験
資
格
』、『
ド
ク
タ
ー

ズ
ク
ラ
ー
ク
』な
ど
の
資
格
が
取
得
可
能
な
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

な
お
、医
療
情
報
コ
ー
ス
開
設
に
伴
い
、従
来
の
医
療・福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
は
学
生
募
集
を
停
止
し
ま
す
。本
コ
ー
ス
の
詳
細
は
、大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、大
学
案
内
、募
集
要
項
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

公
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講
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平
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28
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設

▼ 

平
成
29
年
4
月
開
設

 

ゆ
う
が
く
広
場
／
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催
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台
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催 

▼ 

平
成
28
年
8
月
25
日（
木
）〜
29
日（
月
）

 

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業 

　
　
　

 　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

▼ 

平
成
28
年
7
月
9
日（
土
）

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

▼ 

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）

看
護
学
部
の
河
村
美
芳
助
教
、事
務
職
員
の
小
中
真
彩
さ
ん（
総
務
企
画
部
）の

2
人
が
平
成
28
年
3
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
教
職
員

9月18日付北國新聞 朝刊

0506



■ 

新
任
・
退
任
教
職
員
紹
介

東
に
白
山
、西
に
日
本
海
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。勉
強
熱
心
で
真
面
目
に

取
り
組
む
学
生
。細
や
か
な
気
遣
い
を
し
て
い
た
だ
く
教
職
員
。す
ば
ら
し
い
環
境
で

仕
事
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。精
一
杯
、任
務
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

トピックス
23KIND Kinjo University

保
育
現
場
で
32
年
、行
政
の
中
で
5
年
間
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を

実
習
指
導
の
中
で
少
し
で
も
役
立
て
、学
生
に「
子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や

す
ば
ら
し
さ
」を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
学
部

　三
谷 

靖
子 

准
教
授
　
　
　

保
育
・
幼
児
教
育

保
育
実
習
指
導
、幼
児
教
育
実
習
指
導

専
門
分
野

担
当
科
目

他
者
の
人
生
に
関
わ
り
、感
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
介
護
福
祉
士
の
奥
深
さ
や
楽

し
さ
な
ど
、多
く
の
学
び
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
学
部

　山
根 

淳
子 

教
授
　
　
　

介
護
福
祉
教
育

介
護
過
程
、認
知
症
Ⅰ
、人
間
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、健
康
論
、医
療
的
ケ
ア
他

専
門
分
野

担
当
科
目

身
体
的
に
衰
え
る
な
か
で
長
い
生
活
歴
か
ら
の
自
信
と
加
齢
に
よ
る
生
活
障
害
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
生
き
る
高
齢
者
を
、医
学
・
生
活
学
・
心
理
学
知
識
を
統
合
し
て
ケ
ア
す
る

看
護
。そ
の
専
門
と
し
て
の
面
白
さ
を
学
生
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
部

　高
山 

成
子 

教
授
　
　
　

老
年
看
護
学
、認
知
症
看
護

高
齢
者
看
護
学
概
論
、看
護
関
係
法
規
、

看
護
研
究
、看
護
管
理
他

専
門
分
野

担
当
科
目

看
護
の
現
場
で
17
年
間
勤
務
後
、在
宅
看
護
の
教
育
に
携
わ
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

2
0
3
5
年
問
題
を
見
据
え
、在
宅
で
医
療
を
受
け
る
人
や
介
護
を
受
け
る
人
と
そ
の

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
で
き
る
看
護
職
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

看
護
学
部

　彦 

聖
美 

教
授
　
　
　

在
宅
看
護
学

在
宅
看
護
学
概
論
、在
宅
看
護
論
、

在
宅
看
護
学
演
習
、在
宅
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

昨
年
度
よ
り
保
健
室
に
務
め
て
お
り
ま
す
。健
康
な
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
出
来
ま
す

よ
う
日
々
努
力
し
て
参
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

職
員

　岡
田 

友
紀
　
　
　

教
学
支
援
部 

（
保
健
室)

所
属
部
署

今
年
度
４
月
よ
り
教
学
支
援
部
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。学
業
支
援
、学
生
生
活
支
援
の

職
務
を
通
し
て
、学
生
に
と
っ
て
有
意
義
だ
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

職
員

　北
村 

允
人
　
　
　

教
学
支
援
部

所
属
部
署

4
月
は
短
期
大
学
部
保
健
室
、6
月
よ
り
、大
学・短
期
大
学
部
合
同
と
な
っ
た
保
健
室

で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。生
徒
が
自
分
の
体
に
つ
い
て
な
ん
で
も
相
談
で

き
る
よ
う
な
保
健
室
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員

　濱
田 

珠
里
　
　
　

教
学
支
援
部 

（
保
健
室)

所
属
部
署

総
務
企
画
部
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
町
野
圭
亮
で
す
。少
し
で
も
力
に
な
れ
ま
す
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

職
員

　町
野 

圭
亮
　
　
　

総
務
企
画
部

所
属
部
署

高
齢
者
の
方
々
が
も
っ
て
お
ら
れ
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
看
護
師

の
育
成
を
目
指
し
て
、〝
学
ん
だ
知
識
〞が
臨
床
現
場
で〝
使
え
る
知
識
〞に
な
る
よ
う

な
講
義
や
演
習
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　久
米 

真
代 

講
師
　
　
　

老
年
看
護
学
、特
に
認
知
症
看
護

高
齢
者
看
護
学
演
習
、高
齢
者
看
護
学
実
習
Ⅱ
他

専
門
分
野

担
当
科
目

多
様
化
す
る
看
護
を
め
ぐ
る
環
境
の
中
で
も
、基
本
と
な
る「
思
い
や
り
の
心
」が
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。学
生
さ
ん
に
寄
り
添
い
、「
心
」を
伝
え
な
が
ら
、一
緒
に
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　道
券 

夕
紀
子 

講
師
　
　

成
人
看
護
学

成
人
看
護
学
演
習
、成
人
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

新
し
い
命
の
誕
生
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
る
母
性
看
護
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く

の
学
生
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 看

護
学
部

　梶
井 

敬
子 

助
教
　
　
　

母
性
看
護
学

母
性
看
護
学
演
習
、母
性
看
護
学
実
習
他

専
門
分
野

担
当
科
目

学
生
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　桶
作 

梢 

助
手
　
　
　

看
護

専
門
分
野

学
生
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
学
部

　中
嶋 

渚 
助
手
　
　
　

看
護

専
門
分
野

社
会
福
祉
学
部

　平
澤 

元
章 

教
授
　
　
　

健
康
教
育
、陸
上
競
技
研
究

ス
ポ
ー
ツ
理
論
、教
養
ゼ
ミ
Ⅰ・Ⅱ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
Ⅰ・Ⅱ
、基
礎
演
習
Ⅱ

担
当
科
目

専
門
分
野

5
月
14
日
か
ら
10
月
8
日（
各
土
曜

日
、全
20
講
座
）に
か
け
、今
年
度
も
短
期

大
学
部
と
の
共
同
事
業
と
し
て「
金
城
大

学
公
開
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。大
学・

短
期
大
学
部
の
教
員
に
よ
る
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
講
座
や
外
部
講
師
に
よ
る

体
験
講
座
な
ど
が
行
わ
れ
、地
域
の
方
々

を
中
心
に
、多
く
の
方
が
聴
講
さ
れ
て
い

ま
す
。な
お
、平
成
29
年
度
も
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学・

短
期
大
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地

域
の
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
た

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
活
動
と
し
て「
ゆ
う
が
く

広
場
」を
、ま
た
、医
療
健
康
学
部
に
よ
る

白
山
市
と
本
学
が
連
携
し
た
地
域
在
住

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニン

グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交
流

し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持・改
善
講
座
事

業
と
し
て「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
お
り
、地
域
の
方
々
か

ら
も
た
いへ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つい
て
は
、大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
國
新
聞
社
と
の
共
催
で
、一
般

の
方
を
対
象
と
し
た「
看
護
講
演

会
」「
社
会
福
祉
講
演
会
」が
、北
國

新
聞
会
館（
金
沢
市
）に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。今
年
度
は
7
月
9
日

（
土
）に
、看
護
学
部・樋
貝
繁
香
教

授
に
よ
る「
健
や
か
な
老
後
の
暮
ら
し
を
考
え
る
〜
住
み
慣
れ
た
場

所
に
住
み
続
け
る
た
め
に
〜
」、9
月
17
日（
土
）に
は
、社
会
福
祉
学

部・山
根
淳
子
教
授
に
よ
る「
穏
や
か
な
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
〜
高

齢
者
の
看
取
り
の
介
護
を
考
え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、そ
れ
ぞ

れ
1
0
0
人
を
超
す
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

併
設
の
金
城
大
学
短
期
大
学
部

は
、今
年
で
開
学
40
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
、8
月
20
日（
土
）に

ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
て
、記
念
同
窓

会
と
し
て
講
演
会
及
び
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
で
は
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー

の
綾
戸
智
恵
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
自
身
の
経
験
や
子
育
て
な
ど
、歌

と
お
話
を
交
え
な
が
ら
の
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は
約
1
2
0
人

の
同
窓
生
と
教
職
員
が
参
加
し
、仲
間
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
話
が
弾
み
、ま
た
、三
世
代
卒
業
生
表
彰
式
、ビ
ン
ゴ
抽
選
会
等

も
行
わ
れ
、大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

金
城
大
学
の
国
際
交
流
の一環
と
し
て
、8
月
25
日
か
ら
29
日
ま
で

の
期
間
で
台
湾
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
来
学
し
ま

し
た
。

滞
在
期
間
中
、25
日
に
は
金
沢
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、理
事
長
主
催
の

ウ
ェル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、連
日
、本
学
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
合
同
練
習
を
行
い
、技
術
面
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

27
日
に
は
地
域
住
民
な
ど
約
5
0
0
人
の
方
々
の
観
戦
の
中
、親

善
試
合
を
開
催
し
ま
し
た
。開
会
式
で
は
遊
学
館
高
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
両
国
歌
の
演
奏
も
あ
り
、親
善
試
合
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

試
合
は
25
点
先
取
5
セ
ッ
ト
マッ
チ
で
行
わ
れ
、台
湾
代
表
チ
ー
ム
が

2
セ
ッ
ト
先
取
後
に
金
城
大
学
も
1
セ
ッ
ト
奪
取
す
る
展
開
と
な
り
、

東
ア
ジ
ア
地
区
選
手
権
優
勝
の
台
湾
代
表
と
競
り
合
い
、粘
り
を
見

せ
ま
し
た
が
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
1
|
3
で
台
湾
代
表
チ
ー
ム
が
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。当
日
は
、井
田
正
一白
山
市
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

来
賓
の
皆
様
や
遊
学
館
高
校
の
生
徒
な
ど
、多
く
の
方
々
に
ご
観
戦・

ご
協
力
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

28
日
に
は
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に
て
、フェア
ウ
ェル
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
、監
督・選
手
一人
ひ
と
り
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

本
後
援
会
と
し
て
は
、今
後
も
金
城
大
学
の
国
際
交
流
事
業
の
推

進
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
4
月
か
ら
、社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
社
会

福
祉
専
攻
に
新
た
な
コ
ー
ス
と
し
て
、『
医
療
情
報
コ
ー
ス
』を
開
設

し
ま
す
。

医
療
情
報
コ
ー
ス
で
は
、社
会
福
祉
学
に
加
え
、診
療
情
報
の
管

理・分
析・活
用
な
ど
高
度
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、医
療
、福
祉
の
両

分
野
に
関
す
る
知
識・技
能
を
習
得
し
た
人
材
と
し
て
病
院
、福
祉

施
設
、一般
企
業
等
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。主

に『
診
療
情
報
管
理
士
』、『
社
会
福
祉
士
受
験
資
格
』、『
ド
ク
タ
ー

ズ
ク
ラ
ー
ク
』な
ど
の
資
格
が
取
得
可
能
な
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

な
お
、医
療
情
報
コ
ー
ス
開
設
に
伴
い
、従
来
の
医
療・福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
は
学
生
募
集
を
停
止
し
ま
す
。本
コ
ー
ス
の
詳
細
は
、大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、大
学
案
内
、募
集
要
項
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

公
開
講
座▼ 

平
成
28
年
5
月
14
日（
土
）〜
平
成
28
年
10
月
8
日（
土
）

 

医
療
情
報
コ
ー
ス
開
設

▼ 

平
成
29
年
4
月
開
設

 

ゆ
う
が
く
広
場
／
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

 

金
城
大
学
短
期
大
学
部

 

開
学
40
周
年
記
念
同
窓
会
開
催
報
告

▼ 

平
成
28
年
8
月
20
日（
土
）

 

台
湾
代
表
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
来
学
・

 

親
善
試
合
開
催 

▼ 

平
成
28
年
8
月
25
日（
木
）〜
29
日（
月
）

 

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業 

　
　
　

 　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

▼ 

平
成
28
年
7
月
9
日（
土
）

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

▼ 

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）

看
護
学
部
の
河
村
美
芳
助
教
、事
務
職
員
の
小
中
真
彩
さ
ん（
総
務
企
画
部
）の

2
人
が
平
成
28
年
3
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
教
職
員

9月18日付北國新聞 朝刊

0506
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　平成28年度 役員会・総会・学部別説明会・個別相談会 開催報告、
　平成28年度 役員・運営委員紹介、平成27年度 決算・平成28年度 予算、
　平成28年度 金城大学 学部・学科構成図一覧、
　平成27年度 金城学園 財務概要

大学行事
　平成28年度 入学式、新入生歓迎会、
　新入生合宿研修、 クラブ・同好会代表者研修会、
　第41回 金城祭

平成27年度 卒業生の進路結果
トピックス
　公開講座、ゆうがく広場／悠遊健康サークル
　北國健康生きがい支援事業、金城大学短期大学部開学40周年記念同窓会開催報告、
　台湾代表女子バレーボールチーム来学・親善試合開催、医療情報コース開設

新任・退任教職員紹介
行事案内
　第11回 保健・医療・福祉創造フォーラム開催案内、
　金城大学後援会 地域別説明会・個別相談会開催案内

金城学園の建学の精神・金城大学の設立の理念など

今年度も12月10日（土）に、能登会場、富山会場、福井会場の全3会場にて、
地域別説明会及び個別相談会の開催を予定しています。当該対象地域の保護
者の皆様には、本会報誌にご案内及び返信用葉書を同封し送付させていただ
いております。皆さまのご参加をお待ちしております。

金城大学後援会 会報誌【KIND】第23号 平成28年10月31日発行　編集兼発行：金城大学後援会 事務局
（学）金城学園理事長 加藤真一・金城大学学長 半谷静雄・後援会会長 髙松喜与志（高松機械工業株式会社 代表取締役社長）
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創始者：加藤廣吉・せむ
率先垂範、質素勤勉

二代目：加藤二郎
教育とは 云うてきかす事ではない。して見せる事でもない。している事である。

三代目：加藤晃
教育とは先生と学生の全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への影響、それも何らかのよい影響である。

遊学の精神の涵養
何ものにもとらわれず、自由に広く世の中を見聞し、人格を高め磨いていくこと。

良妻賢母の育成
家庭における女性の役割の重要性にかんがみ、周りの人々がより良く幸せに生きるための支えとなる人材を
育成すること。

金城学園の建学の精神・金城大学の設立の理念など

教 育 理 念

建 学 の
精 神

大学案内・入学試験に
関するお問い合わせ

教育基本法及び学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、
道徳的及び応用的能力を養い、文化の向上及び社会の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。
（学則第1条）

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成設立の理念

目的及び
使 命

金
城
大
学

金
城
学
園

■ フリーダイヤル ■

0120-276-150
■ TEL ■

076-276-5175（直通）
■ FAX ■

076-275-4316
■ E-mail ■

nyushi@kinjo.ac.jp

《入試広報部》

地域別説明会・個別相談会
金城大学後援会

12月10日
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